
スプリングセミナー☆報告

�師 �伯 � 先⽣
（東�⼤����授∕⻘���⼤����授

∕�������研����）

 このような｢⼦どもの⾒⽅｣が広がれ
ば、能⼒を数値によって評価することで
苦しむ⼈が減っていくだろうと直感し
た。⼦どもと⼀緒にやってみる、感じて
みるを⼤切に、驚き、共感したい。

��者の声

 能⼒、評価、計画といった｢教え主義｣に
より、⼀⼈ひとりの⼦どもの｢ありよう｣が
⾒えなくなってしまう。⼦どもの世界に巻
き込まれ、⼦どもの経験を⼦どもになって
やってみることで、はじめて⼦どもが⾒え
てくる。

 テーマ

「⼦どもをみる」とは

どういうことか

�義内�
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 �師

  奈須 正� 先⽣(上智⼤��授)

テーマ

�めて�える�

授業づくりの�点

�義内�
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 【講座の内容】
　教科書⽐較や授業カンファレンス

など、教師と⼦どもとが「あなたにし

かできない授業をする」ための教材

研究をご教授いただいた。また、参

加者の悩みや質問に激励のお⾔葉

をいただいた。

【��者の声】
 「��を、�どもと�師がやりたいことで埋め尽くそう」と

いう�葉が⼤���的でした。それが単なるお題⽬ではなく、

�現の可�性が⼗�にあると��できるセミナーでした。

 これまでも奈須先⽣のご��をお�きしてまいりましたが、

�回のお�はより�を�じました。�師の�みは�どもと共に

ある。�師の⽣き�がそのまま授業にあらわれるということを

�く�じました。



絵本の魅⼒とつながる⼼
　∼絵本と⼦どもと⼤⼈と∼

オータムセミナー②報告

　令和５年１１⽉２５⽇

講座の内容
 優れた絵本には⼦どもの内側で起こっていることが描かれ
ている。絵本「かいじゅうたちのいるところ」の世界を紐解
きながら、主⼈公マックスの⼼の豊かさを感じたり、参加者
それぞれの思い出の絵本を語り合ったりした。

講師　
　髙栁　充利　先⽣
　　（信州⼤学准教授）

参加者の声
　大切な人と読んだ絵本の世界が
私の心の中にもあると感じた。読
み聞かせや読書は、読解力や国語
の力を伸ばすこととセットで語ら
れて期待されがちだが、もっと生
きることそのものに関わるものの
ような気がした。
　絵本は、思いのプレゼントとい
う言葉に心があたたかくなった。

絵本には
⼦どもの内側で
起こっていることが
かかれている

髙栁先⽣のおすすめは…
『スイミー』（レオ・レオニ作）



あと３０センチの豊かさ　
ー　心に目を向け　共に感じる　ー

講師　岩川　直樹先生（埼玉大学教授）

オータムセミ
ナー①　報告

講座の内容
　岩川先生の書かれた「あと30ｃ
ｍ」の詩を軸に「相手になる」こと
で生まれる教育についてご講演いた
だいた。参加者の日頃の悩みにも一
つ一つ温かくお応えいただいた。

参加者の声
　日々の自分と生徒との関わり方を
考えながらお話をお聞きしました。
私は生徒を≪対象≫として見て関わ
っていることが多いように感じまし
た。生徒に関心を向け、生徒との関
係を築いていきたいと思いました。

　”並び見”という言葉が大変印象
に残りました。子どもを見ているつ
もりが、やはり上から見下ろすよう
な形になってしまっていたことを反
省しました。お話をお聞きして人間
として関わる、触れ合うことの意味
について問い直したいと思います。

《相⼿になる》ことで

《相⼿と共に》が⽣まれる

 相⼿と�が 
 なにかを�かち�う

《並び⾒》の�界が。

令和５年１０⽉７⽇


